京都大学結核研究所年報(第 15 号・昭和 38 年度) by unknown






Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
京 都 大 学
結 核 研 究 所 年 報
第 15号
昭 和 38年 度
1964年 3月
京 都 大 学 結 核 研 究 所
昭39.3
京 都 大 学
結 核 研 究 所 年 報
第 15 号
昭 和 38 年 度
1963
京都大学結核研究所職員及準職員
所 長 教 授 内 藤 益 -
協議旦 教 授 堀 井 五十雄
〝 教 授 三 宅 儀
〝 教 授 荒 木 千 里
〝 教 授 植 田 三 郎
〝 教 授 前 川 孫二郎
〝 教 授 美濃口 玄
〝 教 授 浅 山 亮 二
〝 教 授 稲 田 務
〝 教 授 福 田 正
〝 教 授 掛 見 喜一郎
〝 教 授 永 井 秀 夫
〝 教 授 長 石 忠 三
〝 教 授 村 上 仁
〝 教 授 稲 本 晃
〝 教 授 辻
〝 教 授 脇
〝 教 授 高
〝 教 授 西
〝 教 授 太
〝 教 授 木
〝 教 授 伊
〝 教 授 間






























主任 教授(兼):内藤益一,助教授 :小林 裕,助手 :(休)寺村文男 ･福田 潤,副手 :福井 斉
･立石恭子
(第2部 :内科学第2)
主任 教授 :辻 周介,助教授 :安平公夫,講 師 (非常数):西岡 詩,助手 小原幸信 ･藤田 豊
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副手 :小松幹雄 ･上田千里 ･市田新路 ･田中久勝 ･浜本武夫 ･福間謙助 大学院 :大城盛夫
(第3部 :内科学第1)
主任 教授 ‥内藤益-,助教授 ‥前川暢夫,講師(非常数)‥大井 豊,助手 :吉田敏郎 ･津久間
俊次,副手 :中西通泰 ･松島留蔵 ･川合 帝 ･清水 明 ･井本伍平 ･東向一郎 ･小沢 晃 ･蒲田
過子 ･池田宣昭 ･雑賀宣二郎,介補 :柴田朝緒,大学院 :久世文章 ･田中健一 ･吉原宣方 ･中井
準 ･岩井嘉一
(第4部 :外科学)
主任 教授 :長石忠三,助教授 :寺松 孝,講師 :佐川弥之助,講師(非常数):吉田 易 ･長沢
直幸 ･日下芳郎 ･中林君美 ･中村 健 ･(兼)渡辺 無.助手 :岡田慶夫,副手 :山崎 昇 ･木下
修二郎 ･大道重夫 ･立石昭三 ･久野健志 ･永井 彰 ･岩田 明 ･土肥佳郎 ･田中歳郎 ･池田貞雄
･船津武志 ･人見滋樹 ･山本博昭 ･伊東政敏 ･甲斐隆義 ･北野司久 ･浅井信明 ･菅原精博 ･宮本
信明 ･山本四郎 ･小野 孝 ･安田俊吉,大学院 :加藤康夫 ･源河童一郎 ･田宙英次,研修員 :井
上律子 ･金泰希 ･浜崎喜則 ･紺谷日出雄,研究員 :金石河
(第5部 :病態生理学)
主任 教授(兼):辻 閏介,助教授 :大島駿作,講師(非常数):渡辺 願 ･並河 靖 ･日置辰一朗
助手 :岡田長保,副手 :熊代朗子 ･浅田高明 ･小林辰雄 ･儀間義威･中島道郎,技官 :木津 啓,
大学院 :泉 孝英
(第6部 :病理学)
主任 教授 :高松英雄,講師 :水谷 昭.講師(非常数))峰下鉄雄,助手 :大川軟-,副手 :進
藤備昌 ･富永敏郎 ･北村 彬 ･溝口喜久男 ･竹沢正和 ･永井隆男 ･岡田 彰 ･伊藤 満 ･池谷淳
一 ･熊沢 清 ･池田 嵩 ･稲本康彦,技官 :大槻 実,大学院 :引間啓Ji右
(第 7部 :細首血清学)
主任 教授 :植田三郎,助教授 :上坂一郎,助手 :白石正雄 ･大岩弘治,副手 :伊藤義昭 ･土井
和雄 ･大平 実,技官 :山岸悦子 ･山田怯-
(併 任)
教 授 永 井 秀 夫 (京都大学医学部小児科学教室)
教 授 福 田 正 (京都大学医学部放射線医学教室)
教 授 西 尾 雅 七 (京都大学医学部公衆衛生学教室)
(事務部)
事務長 :千種顕誠,庶務掛長 :牧 義彦.同主任 :木村斐夫.同事務官 近藤英子 ･小林和雄 ･
堀田良恵,経理掛長 :蔭山寅-,同主任 :松本 正.同事務官 上地稔子,収入掛長 :北川治康
同主任 :中村睦太郎,同事務官 :前田久男 ･中嶋婦 ミ･白井キヌ ･野田芳子 ･村上登美枝 ･岡野
福子,患者掛長 :鈴庄清二.同主任 :中村彦次郎 同事務官 :室恵美子
(診療郭)
薬剤主任 :小野木賢治,同事務官 :宇野初枝,同技官 :壷見浩子 ･八木充子,レントゲン室主任
:浜川純一,同技官 :蔵岡信長 ･大坂泰夫,同事務官 :野元頼子,看護婦長 :細川ミツヱ ･安井
八重子 ･中根文子,主任看護婦 :信重安子 ･西川澄子 ･大前久野,同技官 :古府静江 ･岩永千代
子 ･高市政子 ･北村 トミ子 ･安部克己 ･近藤信子 ･山崎保子 ･田中松代子 ･松田比佐子 ･谷村明
子 ･松本敏枝 ･星野好江 ･森田美代子 ･小林とよ ･小林梅野 ･藤井千鶴子 ･竹崎浄子 ･植垣比沙
子 ･法性イヨ･広橋俊子 ･松宮なを子 ･山田さだ子
業 績 目 線
第 1部 小 児 科 (主任 教授 内藤益-)
r昭39.3 - 3-
〔学会発表並びに講演〕




3) 小林裕,他 :本邦における非定型 抗酸菌感染の疫学的研究 (第4報),第38回日本結核病学会総会
(38.4.4)
4) 小林裕,富沢貞造,寺尾正,田中敏 :新生児に対するBCG経口投与成績 (第 1報),第27回日本結
核病学会近畿地方会 (38.6.1)
･5) 小林裕,福田潤,立石恭子,富沢貞造,寺尾正,田中敏 :新生児,乳幼児に対するBCG経口投与成
績 (第 1報),昭和38年度日本小児保健学会 (38.10.20)
屯) 小林裕 :精製ツベルクリン PPD-Sの使用について,京都大学結核研究所昭和38年度講演会 (39.1.
11)







3) 小林裕 :近年における小児ツベルクリン反応発現様相の変貌について, Ⅰ 反応の促進および増強と
色調の変化,結核,38(7):253,1963
4) 小林裕 :近年における小児ツベルクリン反応発現様相の変貌について,Ⅲ 判定区分に及ぼす影響と
その対策,結核,38(7):259,1963
･5) 小林裕 :ツベルクリン反応自然陽転選出基準の再検討,小児科臨床,16(7);702,昭38






･3) 辻 周介,大島駿作,藤田 豊,岡田長保 :人尿中の抗結核歯性ペプテッドについて,第42回[1本抗
生物質学術協議会関西支部会,昭38.2.
-4) 辻 周介,大島駿作,藤田 豊,岡田長保 :健康人尿中の抗結核歯性物質に関する研究,第38回口本
結核病学会総会,昭38.4.
･5) 辻周 介 :第38回日本結核病学会からの話題,京都結核医会総会, 昭38･4･
･6) Kimio Yasuhira & Fred G.Bock:Skin TumorPromotion byTopicalApplicationof
Anthralin(1,8,9-Anthratriol),54thAnnualMeeting,TheAmericanAssociationforCancer
Research,Inc.U.S.A.,1963.5.
7) 安藤協三,西岡 詩,日下芳郎,絹笠 晃,永井純太,伊東政敏 :一見自然気胸を思わせる先天性巨
大結腸症の一例,第27回第27回日本結核病学会近畿地方会,昭30.6.
a) 日置辰一郎,有馬弘毅,田中久勝,藤原清則,福間謙助 :再発を繰返す自然気胸の成因とその処置,
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開胸例からの検討,同上
9) 浜本武夫,小原幸信,永野琴子,小児の特発性気管支拡張症について,同上
10) 辻 周介,日置辰一郎,永野琴子,福間謙助 :著明な呼吸困難を主訴とした特異な気管支炎の2治験
例,同上,
ll) 辻 周介 :肺癌の治療- 当研究所における現況- ,第5回肺癌研究会関西支部会,昭38.7.
12) 泉 孝英,辻 周介,大島駿作 :感作家兎肺臓抽出液分画によるツベルクリンアレルギーの受身伝達
実験について,第11回結核化学研究グループ総会,昭38.10.
13) ｢辻 周介,大島駿作,藤田 豊 :健康人尿中の抗結核菌性物質について,同上
14) 小原幸信,泉 孝英 :ザルコイ ド-ジスの5例,第28回日本結核病学会近畿地方会,昭38.12.
15) 大城盛夫,北野久司,山本 寿 :手術死に帰した VanishingLungの1例,同上
16) 安平公夫 :病理解培学的にみた結核死 (シンポジアム,結核死- 特に細菌免疫学的問題に関連して
- ),同上っ
17) 安平公夫 :RuntingSyndrome,京大結研昭和38年度学術講演会,昭和39･1.
18) 辻 周介 :ツベルクリン感受性の受身伝達に関する新知見,同上｡






3) 辻 周介,大島駿作,藤田 豊,岡田長保 :結核に対する生体の防衛力に関する研究 〔第6報〕健康
人尿中よりの抗結核歯性ペブタイド様物質の単離,京結紀要,ll:111,昭38.
4) 山本 寿,大城盛夫 :進行性両側性嚢胞性気腫 (ProgressiveBilateralBulousEmphysema-
VanishingLung)の-治験例に就いて,京結紀要,ll:121,昭38.
5) 辻 周介 :癌研究の2っの夢,芝蘭,71:6,昭38.




8) 小原幸信,泉 孝英,浜本武夫,永野琴子,大城盛夫,福間謙助 :Biopsyにより診断確定したザル
コイ ド-ジスの5例,京結紀要,12巻掲載予定｡
9) ShusukeTsuji:Mechanism fotuberculosisimmunity withspecialreferencetocellular
factors,ActaTub.Jap.,13(2);1963.掲載予定






3) 内藤益一,前川暢夫,津久間俊次,川合 満,中井 準,久世文事,小沢 晃;1314TIトSの抗結核
作用について,第27回日本結核病学会近畿地方会 (昭38.6.1)
4) 内藤益一,津久間俊次,岩井嘉一,柴田朝緒 :Ethambutol及び Disoxylの抗結核菌作用について,
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同上 (昭38.6.1)
5) 前川暢夫 :結核化学療法の現状,第22回日本結核病学会東海地方会特別講演 (昭38･6.9)




8) 内藤益一 :化学療法今日と明日への展望 ｢結核｣,同上 教育講演 (3)(昭38.6.15)
9) 内藤益- :結核の化学療法,第17回北陸医学会総会特別,講演 (昭38.9.22)
10) 内藤益-,前川暢夫,吉田敏郎,中西通泰 :肺癌の診断,第4回肺癌研究会総会 (昭38.10.18)
ll) 内藤益一,津久間俊次,池田宣昭,中井準 :結核化学療法における薬剤の毎日投与法と間歓投与法と
の比較に関する実験的研究 (第2報)第3回日本胸部疾患学会総会 (昭38.10.22)
12) 内藤益-,前川暢夫,川合 満,中井準,池田宣昭 :薬剤交互併用療法のモルモット実験的結核症に
おける検討,同上 (昭38.10.22)
13) 内藤益一,前川暢夫,吉田敏郎,津久間俊次,川合 満, 中井 準,久世文事,小沢 晃 :注射用
Na-FAS-Glucoside(PAS-G)に関する基礎実験知見補遺,第11回日本化学会中日本支部総会 (昭
38.ll.16)
14) 中井準,伊藤 篤,他 :2-2′(Ethylenediimino)-dト 1-butanol(Ebutol)の眼に対する副作用の
発生例について,同上 (昭38.ll.16)
15) 津久間俊次,田中健一 :各種抗結核剤の結核菌殺菌作乱 同上 (昭38.ll.16)
16) 内藤益一,吉田敏郎,柴田朝緒 :DHSM の耳鳴難聴防止についての一方策,第28回日本結核病学会
近畿地方会 (昭38.12.9)
17) 内藤益一,前川暢夫,蒲田延子 :TH の副作用の発生機転とその一防止策,同上 (昭38.12.9)
18) 内藤益-,前川暢夫,吉田敏郎,津久間俊次,川合溝,中井 準,久世文事,田中健一 :0-Amino-
phenolmethansulfonate (SOM)に関する基礎的研究補遺 (続報),同上 (昭38.12.9)
19) 前川暢夫 :今日の問題一削 ヒ空洞,京大結核研究昭和38年度学術講演会 (昭39.1)
〔誌 上 発 表〕
1) 内藤益- :抗結核剤弾力併用療法,臨床と研究,40巻,2号 (昭83･2)
2) 清水明 :持続性サルファ剤の抗結核作用,特に INH との併用効果 (第3-4編),京大結研紀要, ll
巻,2号 (昭38･3)
3) Micliyasu Nakanishi:Individual Variationsin theSerlm LevelofAntitubercular
AgentsandtheEffectoftheirLongTerm AdministrationontheSerum Level,Acta
Tuberc.丁ap.,Vol.12,No.2(March,1963)
4) 内藤益一,津久問俊次,他 :結核菌に対する化学療法剤の研究 (第15報),4-Thienyト3-buten-2-
one誘導体の合成並びに抗菌作用について,薬学雑誌,83巻,7号 (昭38.7)
5) 池田宣昭 :結核化学療法剤の毎日投与法と間飲投与法との効果比較に関する試験管内実験的研究 (節
1-3編),京大結研紀要,12号,1号 (昭38.9)
6) 吉原宣方 :現行結核菌耐性検査法に就いての吟味,京大結研紀要,12巻,1号 (昭38.9)
7) MasukazuNaito:ChemotherapeuticOriginalandRe-TreatmentofPulmonaryTubercu-
1osis,ActaTuberc.Jap.,Vol.13,No.1(Sep.1963)
8) 内藤益- :化学療法 (結核)最近の進歩,臨床と研究,40巻,12号 (昭38.12)
9) 内藤益一,前川暢夫,吉田敏郎,津久間俊次,久世文章,田中健一 :オル トアミノフェノール ･メタ
ンスルフォン酸ソーダ (SOM)の抗結核作用についての基礎的実験,日本胸部臨床,23巻,1号 (昭
39.1)
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第 4部 外 科 学 (主任 教授 長石忠三)










5) 佐川弥之助 :L肺性心1肺結核における肺性心,第16回日本循環学会近畿地方会,シンポジウム (昭
38.ll)
6) 長石忠三 :L肺性心1,第16回日本循環器学会近畿地方シンポジウム司会 (昭38.ll)
7) 長石忠三 :以空洞切開術為中心え肺結核切開排膿療法,第56回台湾医学会特別講演 (昭3811)
〔一般講演〕
1) 長石忠三,長沢直幸他 :肺結核に対する骨膜外充填術,日本結核病学会第38回総会 (昭38.4.3)





5) 加藤幹夫,久野健志,土肥佳郎, 甲斐隆義,浅井信明 :肺外科領域における閉塞性 呼吸障害の対策
同上 (昭38.6.1)
6) 日下芳郎,伊東政敏他 :一見自然気腫を思わせI=先天性巨大結腸症の1例,同上 (昭38･6･1)
7) 金泰希他 :胸部外科の術後管理における硬膜外麻酔の応用, 第22回日本結核病学会東海地方会 (昭
38.6.8)
8) 金泰希他 :空洞切開術と気管支結紫 (切断)術との併用術式の検討,同上 (昭38･6･.8)
9) 山本博昭,中林君美,井上律子他 :空洞切開術の予後に関する検討,同上 (昭38.6.8)
10) 加藤康夫,人見滋樹 :第Ⅴ因子減少性出血性素因を有する肺結核患者に対する気管支切断術の経験,
第6回日本胸部外科学会関西地方会 (昭38･6.14)
ll) 田中歳郎他 :先天性食道管癌の1治験例,同上 (昭38.6.14)
12) 金泰希,吉田昇 :肺癌におけるメデンアスティノスコピーの経験,同上 (昭38.6.14)
13) 大道重夫 :我々の経験した肺腺腫症について,第16回京都外科集談会 (昭38･6･28)
14) 大道重夫,池田貞雄他 :両側撒布性陰影を呈した肺腺腫症 (肺胞上皮細胞癌)の1例,第5回肺癌研
究会関西支部会 (昭38.7.13)
15) 金在河他 :先天性総輸胆管拡張に合併した若年者勝臓癌の1例,第18回京都外科集談会 (昭38.9.27)
16) 浅井信明,吉田昇,金在河 :肺癌に対するメディアスティノスコピーの経験,同上 (昭38.9.27)










22) 寺松孝他 :肺結核に対する旧ツベルクリンと INH との併用療法について,第3回日本胸部疾患学会
総会 (昭38.10.22)
23) 船津武志,立石昭三,寺松孝他 :化学療法併用下における肺結核刺戟療法の再検討 (第7報),同上
(昭38.10.22)
24) 中村健 :正常赤血球の酸素解離速度に及ぼす炭酸ガスの影響,同上 (昭38.10.22)
25) 久野健忘,土肥佳郎,田中歳郎,浅井信明,甲斐隆義 :CO2ナルコ-シスに対するレメフィリンの
影響に関する実験的並びに臨床的研究,同上 (昭38.10.23)
26) 寺松孝,加藤康夫,人見滋樹 :大出血に伴う血清蛋白,特にアルブミン細分割の変動に就いて,第 7
回日本輸血学会近畿支部総会 (昭38･11･30)






30) 佐川弥之助,土肥佳郎 :肺結核患者における気流速度曲線の研究 (第 1報),同上 (昭38･12･6)
31) 佐川弥之助 :肺気腫合併肺結核,特に心肺機能を中心として,京大結研昭和38年度講演会 (昭39.1.
11g
32) 寺松孝,吉田界 :浄化空洞,同上,今日の問題 (昭39.1･11)
33) 永井彰,木下修二郎,立石昭三他 :当園における輸血後肝炎, (第 1報)当園と他施設との発生率に
ついての比較的検討,第 1回胸部外科研究会 (昭38.2.22)




36) 源河圭一郎,岡田慶夫 :切除された無気肺の形態学的観察,同上 (昭38･2･22)
〔誌 上 発 表〕
〔著 書〕
1) Nagaishi,C.:Knipping,Rink,監修 tKlinik derLungenkrankheiten"(Dec.1963) F.K.
SchattauerVerlag,StuttgartDeutschland,分担執筆 tDieStrukturderLunge"
〔難 詰 発 表〕
1) 寺松 孝,加藤幹夫 :重症肺結核,殊に肺機能低下例に対する手術とその予後,臨床と研究,40巻,
2号 (昭38.2)






6) 寺松孝他 :肺外科の現状と問題点,日本胸部外科学会雑誌,11巻,6号 (昭38.6)
7) 長石忠三,岡田慶夫,石河重利,大道重夫 :肺胞の電子顕微鏡的観察,肺と心,10巻 2号 (昭38.6)
ー 8- 京大結研紀要 第12巻 第 2号
8) 宮本信昭他 :肺アスペルギールス症3例の治療経験,京大結研紀要,12巻 1号 (昭38･9)
9) 大道重夫 :ウレタン腹陸内注入によるマウスの実験的肺腫場の形態学的研究,同上 (昭38.9)
10) 加藤康夫,人見滋樹他 ･パラ血友病患者における左主気管支切断術の経験 (同上 (昭38･9)
ll) TakashiTeramatsuetc:CombinedTreatmentofTuberculosiswith Glycyrrhizin and
INH,ActaTuberc.Jap.Vol.13,No.1(Sep.1963)
12) 寺松 孝,加藤幹夫 :肺臓外科の立場から (パネルフォーラム,胸部手術における心肺性危機-の対
策),胸部疾患,7巻,10号 (38.10)
13) 寺松 孝,加藤幹夫他 :同上討議 同上 (昭38.10)
14) 長石忠三 :日本医学会総会大気汚染に関するランチャンミーティングから,胸部疾患, 7巻,10号
(昭38.10)
15) Chuzo Nagaishi:Tuberkulozishelyzet Jap丘nban,Tuberku16zis 6s Tdd6betegsegek
(Hungary)ⅩⅤⅠ丘vfolyam (Okf.1963)
16) ChuzoNagaishi:A cavernostomia,Tuberku16zis6sTdd6betegsegek (Hungary)ⅩⅤⅠ
丘vfolyam (Okt.1963)
17) 佐川弥之助 :呼吸困難の成因及び治療法- 肺外科の立場,日本医事新報,No.2066(昭38.ll)





第 5部 病 態 生 理 学 (主任 教授 辻 周介)
〔学 会 発 表〕
1) 辻 周介,大島駿作,藤田 豊,岡田長保 :人尿中の抗結核歯性ペプチッドについて,第42回日本抗
生物質学術協議会関西支部会 (38.2)
2) 辻 周介,大島駿作,大城盛夫,泉孝英 :家兎肺胞溶出細胞抽出液電気泳動分劃によるツベルクリン
アレルギーの受身伝達について,第10回結核化学研究グループ総会 (38.3)
3) 辻 周介,大島駿作,藤田 豊,岡田長保 :健康人尿中の抗結核菌性法質に関する研究,第38回日本
結核病学会総会 (38.4)
4) 辻 周介 :第38回日本結核病学会からの話題 ･京都結核医会総会 (38.4)
5) 日置辰一朗他 :再発を繰返す自発性気胸の成因とその処置,開胸例からの検討,第27回日本結核病学
会近畿地方会 (38.6)
6) 辻 周介,日置辰一朗,永野琴子,福間謙助 :著明な呼吸困難を主訴とした特異な慢性気管支炎の2
治験例,同上 (38.6)
7) 西岡辞他 :一見自然気腹を思わせる先天性巨大結腸症の1例,同上 (38･6)
8) 泉 孝英,辻周介,大島駿作 :感作家兎肺臓抽出液分劃によるツベルクリンアレルギーの受身伝達実
験について,第11回結核化学研究グループ総会 (38.10)
9) 辻 周介,大島駿作,藤田豊 :健康人尿中の抗結核菌性物質について,同上 (38.10)
10) 日置辰一朗 :潜在性膿胸の経験,第3回京都市衛生局医学研究発表会 (38･11)
ll) 小原幸信,泉孝英 :サルコイ ドー シスの3例,第28回日本結核病学会近畿地方会 (38･12)
12) 大城盛夫,北野久司,山本 寿 :手術死に帰した VanishingLungの1例,同上 (38･12)
13) 中島道郎 :家兎肺胞マクロファージに対する結核菌の毒性に関する研究,同上 (38･12)
14) 辻周 介 :結核死一特に細菌免疫学的問題に関連して (特別発言),同上 (38･12)
15) 辻 周介 :ツベルクリン感受性の受身伝達に関する新知見 :京大結核研究所昭和38年度学術講演会
(39.1)
昭39.3
16) 日置辰一朗 :今日の問題---浄化空洞,同上 (39.1)




2) ChisatoUeda,TeeTooTao& YoshikoKumashiro:Preliminary Experimentson the
Useof"theAir-TightCultivationMethod"inDeterminingBloodLevelsofDrugsdurng
theChemotherapyofTuberculosis,ActaTuberc.丁ap.12,43(1963)
3) 辻 周介,大島駿作,藤田豊,岡田長保 :結核に対する生体の防衛力に関する研究 (第6報)健康人
尿中よりの抗結核菌性ペブタイ ド様物質の単離,京結紀要,ll,111(昭38.)
4) 山本 寿,大城盛夫 :進行性両側性嚢胞性気腫 (ProgressiveBilateralBulousEmphysema-
VanishingLung)の-治験例に就いて,京結紀要,ll,121(昭38)
5) 辻 周介 :癌研究の二つの夢,芝蘭,71,6(1963)
第 6 部 病 理 学 (主任 教授 高松英雄)
〔学 会 発 表〕
1) 高松英雄,伊藤満,溝口喜久男,大川軟- :蛋白質分解酵素の組織化学的新証明法 (蛋日銀法)につ
いて 第52回日本病理学会 (38.4.3)
2) 大川軟-,引間啓柘,水谷 昭 :糖アルコール代謝の組織化学的研究
第52回日本病理学会総会 (38.4.3)
3) 北村 彬 :アゾ色素法によるアルカリ性フォスファクーゼ反応におけるマグネシウム抑制の研究
第4回組織化学会総会 (38･10･24)
4) 引間啓祐 :脱水素酵素反応におけるテ トラゾリウム法の特異性に関する組織化学的研究
第4回組織化学会総会 (38.10.24)
5) 大川軟-,熊沢 清,永井隆男,池田 嵩 :ソルビトー ル脱水素酵素の組織化学的研究,
第4回組織化学会総会 (38.10.24)






9) 岡田 彰 :シアニン色素によるメタクロマジアの研究 (続報) 第4回組織化学会総会 (38･10･24)
10) 熊沢清 :腰湯組織の蛋白分解酵素の組織化学的研究 第4回組織化学会総会 (38.10.24)
〔雑 誌 発 表〕
1) 大川欣-,引間啓拓,水谷 昭 :糖アルコール代謝の組織化学的研究,日病会誌, 52巻, 総会号
(1963)












7) K.Okkawa,K.KumazawaandT.Nagai.Histochemicalstudy on themetabolism of
D-sorbitolinstarvedrats.ActaTuberc.丁ap.Vol.13,No.1(1963)
第 7部 細 菌 血 清 学 (主任 教授 植田三郎)
〔学 会 発 表〕
1) 植田三郎,上坂一郎 :N･M･McClungノカルディアの病原性,毒力に関する二,､三の所見 第15回
国立大学付置研究所,結核談話会 (金沢大)昭38.5･26
2) 上坂一郎 :結核類似肺疾患の病因としての Nocardiaastecoidesの意義. その培養証明の困難,
昭和38年度結核研究所学術講演会 (昭和39.1.ll)
〔雑 誌 発 表〕
N.M.McClnng:NocardiaandNocardiosis,AcTATUBERCULOSEAJAPONICAVol.13.No.1.p.
1-13,1963.
人 事 異 動
〔第1部〕
副手 福井 斉 ･立石恭子 :任用を更新する (昭38･4･1)
〔第2部〕
講師 (非常数)西岡 辞 :任期満了 (昭38.3.31)再 び採用 (昭38･4･1)
副手 小松幹雄 ･上田千里 ･市田新路 ･田中久勝 ･浜本武夫 ･福間謙助 :任用を更新する (昭38･4･1)
〔第3部〕
講師 (非常勤)大井豊 :任用を更新する (昭38･4･1)
副手 中西通泰 ･松島留蔵 ･川合 満 ･清水 明 ･井本伍平 ･東向一郎 ･小沢 晃 :任用を更新する (昭
38.4.1)
介補 柴田朝緒 :任用を更新する (昭38.4.1)




教授 長石忠三 :沖縄及び中華民国-出張 (昭38.ll.ll-昭38.ll.28)
講師 (非常数)長沢直幸 ･日下芳郎 :任用を更新する (昭38･4･1)
吉田 昇 ･小林君美 :講師 (非常数)に併任する (昭38.4.1)
講師 (非常勤)依田篤信 :退職 (昭38.4.1)
大学院学生 :加藤康夫 ･源河童一郎 ･田苗英次 (昭38.4･1)
副手 加藤幹夫 ･山崎 昇 ･大道重夫 ･久野健忘 ･永井 彰 ･岩田 明 ･土肥佳郎 ･田中歳郎 ･池田貞雄
･人見滋樹 ･伊東政敏 ･甲斐隆義 ･北野司久 :任用を更新する (昭38.4.1)
木下修二郎 ･立石昭三 ･山本博昭 ･浅井信明 ･船津武志 ･菅原精博 :副手に併任する (昭38･4･1)
山本四郎 ･官本信明 :副手に採用 (昭38･4･1)
小野 孝 :副手に採用 (昭38.6.16) 研修期間修了 :金在河 (昭39.1･31)
昭39.3 ｢ ililで
副手 加藤幹夫 :退職 (昭38.7.15)
中村 健 :講師 (非常助)に採用 (昭38.8.16)～
安田俊吉 :副手に採用 (昭38.ll.16)
井上律子 :研修許可 (昭38.8.1-39.7.31)
金 泰希 :〝 (昭38.6.20-39.6.19)
浜崎喜則,粕谷日出雄 :〝 (昭和39.2.1-40.1.31)
金 在河 :研究員 (昭39.2.1)
〔第5部〕
講師 (非常勤)渡辺輿 :任期満了 (昭38.3.31)再び採用 (昭38.4.1)
講師 (非常数)並河 靖 ･日置辰一朗 :任用を更新する (昭38.4.1)
副手 熊代朗子 ･浅田高明 ･小林辰雄 ･儀間義威 :任用を更新する (昭38.4.1)
助手 川田典徳 :辞職を承認する (昭38.6.30)
助手 岡田長保 :アメリカ合衆国へ出張 (昭38.8.27-昭39.9.3)
中島道郎 :副手に採用する (昭38.ll.1)
〔第6部〕
講師 水谷 昭 :アメリカ合衆国へ拍張 (昭38.9.10-昭39.9.9)
講師 (非常勤)峰下鉄雄 :任用を更新する (昭3.4.1)
介補 熊沢 清 ･池田 嵩 :退職 (昭38.4.1)
熊沢 活 :副手に採用 (昭38.4.1)
副手 進藤備呂 ･富永敏郎 ･北村 彬 ･溝口喜久男 ･竹沢正和 ･永井隆男 ･岡田 彰 ･池谷淳一 ･任用を
東新 (昭38.4.1)
池山 嵩 :副手に採用 (昭38.6.1)
稲本康彦 :副手に採用 (昭38.7.1)
〔第 7部〕
副手 伊藤義昭 ･大平 実 :任用を更新する (昭38.4.1)
副手 神田桂子 :退職 (昭38.3.31)
土井和雄 :副手に採用 (帽38.4.1)
〔併 任〕
医学部 教授 近藤鋭矢 :停年退官 (昭38.5.16)
〝 教授 西尾雅七 :結核研究所に併任する (昭39.1.16)
⊂事務部〕
牧 義彦 :結研庶務掛長に配置換する (昭38.8.1)
庶務掛長 尾上代蔵 :医学部附属病院人事掛長に配置換する (昭38.8.1)
蔭山寅- :結研経理掛長に配置換する (昭38.5.1)
経理掛長 西村利雄 :医学部経理掛長に配置換する (昭38.5.1)
事務官 佐竹貞雄 :農学部に配置換する (昭38.ll.16)




技術員 広橋俊子 :文部技官に任官 (昭38.7.1)
山田さだ子 :文部技官に採用する (昭38.6.1)
文部技官 松室美代子 :国立刀根山病院-出向 (昭38.4.1)
松宮なを子 :文部技官に採用する (昭39.1.1)











6) 上坂一郎 :結核類似肺疾患の病因としての Nocardiaasteroidesの意義.その培養証明の困難
7) 辻 周介 :ツベルクリン感受性の受身伝達に関する新知見
〔討 報〕
｢今日の問題･--浄化空洞｣司会 辻 周介 話題提供 寺松孝,前川暢夫,日置辰一朗,小原幸信,吉田昇
◇結核研究所締合歓話会
96回 38.5.16
1･ マウスのウィルス性白血病について ウィルス研究所 市川 康夫
2･ 東南アジア見たまま聞いたまま 寺 松 孝 (外科療法部)
97回 38.9.26




1･ 脊椎カリエスの診断と治療に関して 整形外科 小野村敏宿
2･ さ必尿性器結核の最近の動向 泌尿器科 酒徳治三郎
